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５
月
の
各
種
相
談

〈
市
民
法
律
相
談
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
み
要
予
約
〉

 

■
行
政
相
談

▽
８
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
８
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
20
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

岩
松
公
民
館

 

■
人
権
相
談

▽
11
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

　

岩
松
公
民
館

 

■
宅
地
建
物
相
談
・
住
宅
相
談

▽
11
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

 

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

▽�

毎
日
（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

○
13
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

２
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
横

　

相
談
室
（
稲
田
司
法
書
士
）

※
１
人
30
分
程
度
。
６
人
ま
で
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

☎
24 

－ 
１
１
１
１
内
線
２
２
７
６

 

■
市
民
法
律
相
談
　
　
　
　 

〈 

要
予
約 

〉

▽
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

６
０
２
会
議
室
（
増
田
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
８
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※�

原
則
当
事
者
で
あ
る
市
民
が
対
象
で
す
。

予
約
時
に
連
絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
６
月
の
相
談
日  

６
月
19
日
㈮

　
　（
予
約
開
始
） 

　 

６
月
12
日
㈮

総
務
課
行
政
係
☎
24 

－ 

１
１
１
１
内
線

２
４
１
２
・

24 

－ 

１
１
２
１

 

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

（
児
童
）�

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
）�

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽
毎
日
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

福
祉
課
☎
24 

－ 

１
１
１
１

内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

〈
要
予
約
〉   

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）
の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
。

▽
20
日
㈬　

午
後
９
時
30
分
～
正
午

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
持
参
品
）筆
記
用
具
・
印
か
ん（
登
録
す
る
人
）

（
予
約
方
法
）
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
４９ 

ー 

７
０
５
４
・

２４ 

ー 

１
１
６
０

 fa
m

isa
po@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

余
暇
の
ひ
と
と
き

川柳鹿の子吟社

お
祝
い
へ
嬉
し
い
悲
鳴
春
財
布

点
滴
を
見
つ
め
つ
く
づ
く
陽
の
長
さ

カ
ラ
コ
ロ
と
妻
と
ぶ
ら
つ
く
宿
浴
衣

緩か
ん
き
ゅ
う
急
を
つ
け
て
勝
負
の
球
は
ず
む

大
師
飴
別
に
変
わ
っ
た
味
で
な
し

日

高
　

伸

子

益

田
　

岩

郷

宮

川
　

柳

酔

薬

師

神

照

代

結

城

ト

キ

江

草の実句会

緑り
ょ
く
い
ん
陰
や
知
ら
ぬ
ど
う
し
の
里
言
葉

薫く

ん

ぷ

う風
の
豊
か
さ
に
を
り
大
師
像

も
う
す
で
に
家か

き

ん禽
と
な
り
ぬ
夕ゆ

う
つ
ば
め
燕

行
き
止
ま
り
な
き
園
の
道
若
葉
風

夏な
つ
と
も
し
灯
わ
が
影か

げ

へ

い塀
に
立
ち
上
が
る

風

戸
　

晴

美

細

川
　

英

子

宮

崎

き

く

を

森

田
　

た

み

薬

師

寺

彦

介

牛鬼句会

新
茶
汲く

む
母
の
手
揉
み
の
遠
き
日
よ

藁わ

ら

マ
ン
モ
ス
を
見
む
と
春は
る

田た

を
歩
き
け
り

堤
防
の
向
う
は
汽き

す

い水
芝
ざ
く
ら

田
植
機
を
労
ふ
や
う
に
水
掛
け
る

祖い

や

だ

に

谷
渓
の
三
百
匹
の
鯉
の
ぼ
り

田
植
機
を
水
路
に
寄
せ
て
洗
ひ
を
り

刈
ら
れ
た
る
た
ん
ぽ
ぽ
絮わ

た

を
離
さ
ざ
る

山
笑
ふ
乳
飲
む
子
山
羊
背
伸
び
し
て

木
々
の
芽
に
予
報
の
雨
の
降
り
は
じ
め

池

田

香

代

子

大

村
　

た

か

坂

本

扶

美

子

高

畠
　

光

子

中

浦

ミ

エ

子

水

野
　

幸

子

宮

下
　

京

子

山

能
　

秀

子

平

岡

千

代

子

二名短歌会

物
さ
が
し
す
れ
ば
戸
棚
も
片
付
き
て
頭
の
の
ぼ
せ
少
し
う
す
ら
ぐ

連れ
ん
ぎ
ょ
う
翹
の
花
芽
日
に
日
に
ふ
く
ら
み
て
雨
の
雫
の
ひ
か
り
つ
ら
な
る

戸
を
た
た
く
風
の
音
に
目
覚
め
た
り
ポ
ス
ト
に
落
ち
る
朝
の
新
聞

甘
党
の
吾
に
と
最も

な

か中
い
た
だ
け
り
寡
黙
な
人
の
そ
っ
と
置
き
ゆ
く

菜
の
花
を
和あ

へ
て
一
品
添
へ
に
け
り
牡ぼ

た

ん

ゆ

き

丹
雪
舞
ふ
窓
べ
の
昼ひ

る

げ餉

善

家

キ

ク

エ

善

家
　

聖

子

武

田

あ

き

の

安

並
　

五

月

高

山
　

幸

子

文化協会　俳句・川柳・短歌


